
目的・内容・方法

活動の目的(ねらい)はなに？



（１）ガイドラインの趣旨

（２）放課後等デイサービスの基本的役割

〇 子どもの最善の利益の保障

〇 共生社会の実現に向けた後方支援

〇 保護者支援

（３）放課後等デイサービスの提供に当たっての基本的姿勢と基本活動

① 基本的姿勢

② 基本活動

基本的日常生活動作や自立生活を支援するための活動「遊びを通した成功体験」「自己肯定感を育む」

表現する喜びを体験できる。日頃から自然に触れる機会を設け、季節の変化に興味をもつ。「豊かな感性」

子どもの社会経験の幅を広げていく。放課後等に行われている多様学習・体験・交流活動等との連携、ボランティアの受け入れ等により積極的に地域との交流を図っていく。

子どもが望む遊びや自分自身をリラックスさせる練習等の諸活動を自己選択して取り組む経験を積んでいくために、多彩な活動プログラムを用意し、ゆったりとした雰囲気の中で行えるよう工夫する。

（４）事業所が適切な放課後等デイサービスを提供するために必要な組織運営管理

① 適切な支援の提供と支援の質の向上

② 説明責任の履行と透明性の高い事業運営

③ 様々なリスクへの備えと法令遵守

放課後等デイサービスガイドライン　１　総則

〇 健康状態の急変、非常災害、犯罪、感染症に対する訓練やマニュアルの策定

〇 虐待の未然防止や個人情報の保護、関係法規の遵守。「子どもの権利擁護」

ア 自立支援と日常生活の充実のための活動

イ 創作活動

ウ 地域交流の機会の提供

エ 余暇の提供

発達過程や特性、適応行動の状況を理解した上で、コミュニケーション面で特に配慮が必要な課題等も理解し、一人ひとりの状態に即した個別支援計画に沿って発達支援を行う。

「他者との信頼関係の形成の体験」「人と関わることへの関心」「コミュニケーションをとることの楽しさ」「葛藤を調整する力」「主張する力」「折り合いをつける力」基本活動

には、自己選択や自己決定を促し、それを支援するプロセスを組み込むこと。「保護者・関係機関との連携」

〇 運営方針、計画、タイムスケジュール、活動プログラムについて、PDCAサイクルにより不断に支援の質の向上を図る。

〇 支援に関わる人材の知識・技術を高める研修の機会確保＋習得意欲喚起

〇 保護者、学校をはじめ、さまざまな関係機関との連携、情報共有→放課後等デイサービスに期待される役割の認識

〇 保護者の満足感、安心感を高めるため支援の内容を保護者とともに考える。丁寧な説明。寄り添うための積極的なコミュニケーション。

〇 事業所が、地域社会からの信頼を得るため、事業に関する情報発信を積極的に行い地域に開かれた事業運営を心がける。

「生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進その他の便宜を供与すること」（児童福祉法）学校や家庭とは異なる時間、空間、人、体験等を通じた発達支援→最善の利益の保障と健全な育成

インクルージョン　集団の中での育ちの保障　一般的な子育て支援策を、専門的な知識・経験に基づく後方支援　地域の障がい児支援の専門機関としてふさわしい事業展開

①子育ての悩み等に対する相談を行うこと　②家庭内での養育等についてペアレント・トレーニング等活用しながら子どもの育ちを支える力をつけられるよう支援すること　③保護

者の時間を保障するために、ケアを一時的に代行する支援を行うこと











ポイント ②

療育活動内容を並べる



療育活動の系統化

【活動を並べる視点】

活動の形態

○ 集団活動

○ 個別活動

・身辺自立スキル

・ソーシャルスキル

系統の期間

○ 年齢（発達）

○ 学校種別

○ 年・月・週

活動のねらい

○ 発達的特質

○ 個人的特質

その他

○ 生活年齢・発達年齢

○ 将来の進路



時期 ねらい

４月

～

３月

事業所としてねらいの整理



事業所としてねらいの整理



定型発達の２つの視点



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

•フロイトの心理性的発達理論

•ゲゼルの成熟優位説

•行動主義の学習理論

•ピアジェの発生的認識論

•バンデューラの社会的認知理論

•エリクソンの社会的発達理論 など

さまざまな発達理論

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・視覚障害

・聴覚障害

・音声機能、

言語機能又は

そしゃく機能

の障害

・肢体不自由

・心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害

【身体障害の種別】

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・言語理解

・知覚推理

・ワーキングメモリ

・処理速度

・結晶性領域

・流動性領域

・記憶領域

・論理推理

WISC-Ⅳ

田中ビネーⅤ

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



各種検査の
 カテゴリ・領域
 を知る

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点

http://www.saccess55.co.jp/hattatu_ichiran_1.html


検査名 対象年齢 検査カテゴリ等

新版Ｋ式発達検査 0～13 「姿勢・運動」「認知・適応」「言語・社会」

田中ビネー検査 2～成人 「思考」「言語」「記憶」「数量」「知覚」

ウェクスラー式知能検査 「言語理解」「視覚空間認識」「流動性推理」「ワーキングメモリ」「処理速度」
ＷＰＰＳＩ(3～7.3) ＷＩＳＣⅤ(6～16) ＷＡＩＳ(16～)

ＫＡＢＣ-Ⅱ 2.6～
12.11

「認知(継次 同時 学習 計画)」「習得(語彙 読み 書き 算数)

ＤＮ-ＣＡＳ認知評価 5～17.11 「プランニング」「注意」「同時処理」「継次処理」

ＰＶＴ-Ｒ絵画語彙発達 3～12.3 「語彙理解力」

ＩＴＰＡ言語学習能力 3～9.11 「言葉の理解」「絵の理解」「言葉の類推」「絵の類推」「言葉の表現」

構音検査 幼～成人 「単語」「音節」「音」「文章」

ＬＣスケール 学齢期 「文･文章聴覚理解」「語彙定型句の知識」「発話表現」「柔軟性」「リテラシー」

ＬＤＩ-Ｒ 小1～中3 「基礎学力(聞く 話す 読む 書く 計算 推論 英語 数学) 」「行動」「社会性」

描画検査 投影検査の一種：バウムテスト ＨＴＰテスト

投影検査 絵や写真への反応：ロールシャッハテスト ＴＡＴ（主題統覚検査）

質問紙検査 質問への回答から：ＹＧ検査 ＭＭＰＩ（ミネソタ多面人格目録）など

作業検査法 作業の結果から：内田クレペリン検査 ベンダーゲシュタルトテスト

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・コミュニケーション
・日常生活スキル
・社会性
・運動スキル
・不適応行動
・身辺自立
・移動
・作業
・コミュニケーション
・集団参加
・自己統制

Vineland-II

S-M社会生活

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



望ましい集団活動を通

して，心身の調和のと

れた発達と個性の伸長

を図り，集団の一員と

してよりよい生活や人

間関係を築こうとする

自主的，実践的な態度

を育てるとともに，自

己の生き方についての

考えを深め，自己を生

かす能力を養う。

【特別活動のねらい】

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/tokkatsu_j.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/toku.htm


金沢市立中央小学校芳斎分校HPより

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



まいとプロジェクトHPより

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点

http://www.might-project.com/child-care/dictionary/ka/013.html


① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

エリクソンの発達段階

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点



道徳教育の目標は，第

1章総則の第1の2に示

すところにより，学校

の教育活動全体を通じ

て，道徳的な心情，判

断力，実践意欲と態度

などの道徳性を養うこ

ととする。

【道徳のねらい】

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点

http://www.u-gakugei.ac.jp/~kokoro/komoku/index.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syo/dou.htm


① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

マズローの欲求５段階説

【特質を考える視点（①発達）】系統化の視点
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